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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年10月15日(2009.10.15)

【公表番号】特表2009-507949(P2009-507949A)
【公表日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2008-529596(P2008-529596)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  57/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  17/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  57/00    　　　Ｙ
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/49    　　　　
   Ａ６１Ｑ  17/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月26日(2009.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）又は（ＩＩ）：
【化１】

〔式中、
　Ｘ及びＹは、互いに独立して、Ｃ１－１２直鎖若しくは分岐鎖アルキル、Ｃ３－６シク
ロアルキル、Ｃ６－１０芳香族、Ｃ３－９飽和若しくは不飽和の複素環、Ｃ７－１２アラ
ルキル、ハロゲン、－ＯＲ、ＣＦ３、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＮＲ′Ｒ、ＮＯ２、ＮＲ′Ｒ、
ＳＯ３Ｈ、ＳＯ２ＮＲ′Ｒ又はＣ２－８アルキルカルボニルであり、
　Ｒ及びＲ′は、互いに独立して、水素、Ｃ１－８直鎖若しくは分岐鎖アルキル、Ｃ３－

６シクロアルキル、Ｃ６－１０芳香族、Ｃ７－１２アラルキル又はＣ２－８アルキルカル
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ボニルであり、そして
　ｍ及びｎは、独立して、０、１、２、３又は４であり、ｍ又はｎが２、３又は４である
場合、Ｘ又はＹ置換基は、それぞれ、上記で定義された異なる基であってもよいが、但し
、式（Ｉ）の蛍光増白剤の場合、ｍ及びｎは同時に０ではない〕
で示される蛍光増白剤。
【請求項２】
　Ｘ及びＹが、互いに独立して、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｃ１－８直鎖若しくは分岐鎖アルキル
、シクロヘキシル、フェニル、ナフチル、ベンジル、クミル、－ＯＨ、ＯＣ１－４アルキ
ル、ＣＦ３、－ＣＯＯＣ１－８アルキル、－ＣＯＮＲ′Ｒ、ＮＯ２、ＮＲ′Ｒ又はＳＯ３

Ｈであり、
　Ｒ及びＲ′が、互いに独立して、水素、Ｃ１－４直鎖若しくは分岐鎖アルキル、フェニ
ル、ベンジル又はクミルであり、そして
　ｍ及びｎが、独立して、０、１又は２であり、ｍ又はｎが２である場合、Ｘ又はＹ置換
基が、それぞれ、上記で定義された異なる基であってもよいが、但し、式（Ｉ）の蛍光増
白剤の場合、ｍ及びｎが同時に０ではない、
請求項１記載の蛍光増白剤。
【請求項３】
　シクロヘキサン－１，４－ジオン－２，５－ジカルボキシレートのジアニリンアミドを
形成するジ－Ｃ１－１２アルキルスクシニルスクシネートとアニリン誘導体との反応の後
に、環化及び脱水が続く、請求項１記載の式（Ｉ）又は（ＩＩ）の蛍光増白剤の製造方法
。
【請求項４】
　式（Ｉ）又は（ＩＩ）：
【化２】

〔式中、
　Ｘ及びＹは、互いに独立して、Ｃ１－１２直鎖若しくは分岐鎖アルキル、Ｃ３－６シク
ロアルキル、Ｃ６－１０芳香族、Ｃ３－９飽和若しくは不飽和の複素環、Ｃ７－１２アラ
ルキル、ハロゲン、－ＯＲ、ＣＦ３、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＮＲ′Ｒ、ＮＯ２、ＮＲ′Ｒ、
ＳＯ３Ｈ、ＳＯ２ＮＲ′Ｒ又はＣ２－８アルキルカルボニルであり、
　Ｒ及びＲ′は、互いに独立して、水素、Ｃ１－８直鎖若しくは分岐鎖アルキル、Ｃ３－

６シクロアルキル、Ｃ６－１０芳香族、Ｃ７－１２アラルキル又はＣ２－８アルキルカル
ボニルであり、そして
　ｍ及びｎは、独立して、０、１、２、３又は４であり、ｍ又はｎが２、３又は４である
場合、Ｘ又はＹ置換基は、それぞれ、上記で定義された異なる基であってもよい〕
で示される蛍光増白剤を含む、インク、トナー、ポリマー、化粧品、ホームケア、パーソ
ナルケア又は被覆組成物。
【請求項５】
　フィルム、射出成形品、熱硬化物品、被覆、押出加工品、繊維、シート又は織物である
、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１記載の蛍光増白剤を含む蛍光トナー又はインクである、請求項４記載の組成物
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。
【請求項７】
　請求項４記載の蛍光増白剤を含む化粧品用配合物、洗剤、ワックス又は艶出剤。
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